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流通とＳＣ・私の視点 

2011 年９月 23 日 
 

血のつながっている姉妹ＳＣ理論とは!! 
 

流通とＳＣ「私の視点(1445)」で、「血のつながらない姉妹ＳＣ理論」を述べました。「血のつながらない

姉妹ＳＣ」とは、１つの共通マーケットの中で本来ならば敵対関係にある２つのＳＣが、性格の異なるＳＣ

として互いに得意分野で棲み分け、競
・

存共栄のコンセプトで２人勝ちする状態のことを言います（１つの

マーケットの中で２つのＳＣがレッドオーシャンではなくブルーオーシャン競争を行うこと）。つまり、別々

の企業のＳＣ（姉妹ではない）が互いに情報を共有化し棲み分け同盟することにより、客にエリアでの選択

肢という満足を与え、実質的に姉妹の関係にあることです。 

今回のテーマは「血のつながっている姉妹ＳＣ」です。血のつながっていない姉妹ＳＣは客の立場から見

ると、１つのマーケット（エリア）の中に「共存する２つのＳＣづくり」あるいは「もう１つの性格の異な

るＳＣづくり」ですが、血のつながっている姉妹ＳＣは、１つのＳＣ（１つの企業）の中に「もう１つの性

格の異なるＳＣづくり」のことを意味します（六車流：流通理論）。 

実はＳＣ先進国（模範国ではない）のアメリカでは、「ハイブリッドモール型ＳＣ」というエンクローズ

ドモール型ＳＣとオープンエアモール型ＳＣが同一ＳＣ内に配置されたＳＣが開発あるいは増床リニュー

アルされています。今、アメリカでは従来型の多核・モール型ＲＳＣはほとんど開発されていません。2000

年代に積極的に開発されたライフスタイルセンターやタウンセンターは不動産バブルと一体化して今は一

服状態です。ライフスタイルセンターは 21世紀の最適業態としての位置づけは不変ですが、2001 年から始

まったアメリカの不動産基軸経済成長の中で「オープンエアモールであればライフスタイル」という形態の

ＳＣが開発され、そのようなＳＣは苦戦しています。 

一方、ライフスタイルセンターの根源的成立コンセプトに基づくライフスタイルセンターは健全です。 

21 世紀の最適ＳＣ業態としてのライフスタイルセンターのコンセプトは正しく、今後、大いに期待され

ています。日本でも多核・モール型ＲＳＣの飽和状態や定番化により、スマートＳＣとしてライフスタイル

センターは発展していきます。 

今、アメリカではハイブリッドモール化が、既存ＳＣのリニューアルとして進んでいます。新たにアウト

モール（オープンエアモール）を付加するため、多核・モール型ＲＳＣは核店の１つを退店させ建物を解体

し、その跡地をオープンエアモールのアウトモールとしてハイブリッドモール型ＲＳＣへと転換させます。 

アメリカでは多核・モール型ＲＳＣが定番化（当たり前化し、成長ベクトルとはならない状態）し、成長

ベクトルは希薄化しています。それゆえに、次の成長ベクトルとしてのスマートＳＣ（ライフスタイルセン

ター及びそれに類する 21 世紀型ＳＣ）の要素を取り入れたＳＣとしてハイブリッドモール型ＳＣが開発さ

れているのです。 

ハイブリッドモール型ＳＣは、インモールの「そぞろ歩きのできるＳＣ＝ランブリングショッピング(エ

ンクローズドモール)」、アウトモールの「散策のできるＳＣ」（プロムナード型のオープンエアモール）が

「７：３」の割合で成り立っています。 

アウトモール（オープンエアモール）には、「外部店舗に適したテナント及び独自集客力のあるテナント

を配置」し、かつ「居心地感のあるプレイス（場）」と一体化させ、「場」と物売りシステムを融合させてい

ます。 

このハイブリッドモール型ＳＣは、「１つの中に、もう１つのＳＣづくり」であり、20 世紀の最強業態と

してのＳＣであるエンクローズドモールの多核・モール型ＲＳＣに、21 世紀の最適業態であるライフスタ

イルセンター機能を付加した業態です。 

１つのＳＣに２つの性格の異なる機能が同居して互いに親密な関係にあるため「血のつながっている姉妹

ＳＣ」と呼び、美人姉妹が流通飽和期の勝ちパターンとなります。 
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